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選択 ←←←ぐ一 �潤i相手・場面・状況など）→→→→ 選択
その場にもっとも適切な敬語形式一っ
例「私が先生のお宅にうかがいます」
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（1）　このプロセスの図は，言語形式としての敬意表現（敬語）と，より広い言語行動と
　　しての敬意の表現を共通の枠組みで把握しようとするもの。日常の敬意表現意識は，
　　このようなところにあるのではないか？　両者を，この概念図に象徴されるような共
　　通性を土台にして把握すべきではないか？
（2）　前に紹介した調査質問への回答例では，言語表現としての敬意の表現の例を限られ
　　た側面（話の内容の組み立て方という側面）だけを焦点にして示した。しかしながら，
　　そこで注目した言語表現を，視点を拡大してとらえ直して見ると，そこには，「言語
　　行動としての待遇表現」と呼ぶべきことがらの広がりが見えてくる。
たとえば，回答例Dの「夜分、電話ですみません」という一言の中には，次のよう
な雷語行動としての敬意表現の気配りが表現されていると解釈できる。
①人に依頼するのには，そのための然るべき時間帯（昼間、医院の開業時間中
　　など）であるのが本来だ。夜というのは，その時間帯から外れた，遠慮すべき
　　時間である。
　　　→　つまり，依頼するという言語行動を実現する「時間」の要素そのものの
　　　　　選択にも，相手や状況についての配慮が反映する。
　　　→　「こんな時間にすみません」「仕事中に申し訳ありません」「お休みのとこ
　　　　　ろお邪魔して恐縮です」などで表現されるような配慮。
　②人に、それも相手の負担になることを、さらには通常の時間帯を外して依頼
　　する際には，本来であれば相手の所に行って直接に依頼すべきである。電話と
　　いうのは，その点で略式で避けるべき接触方法・メディアである。
　　　→　依頼という言語行動を実現する「メディア・道具」の選択にも，相手や状
　　　　　況についての配慮が反映する。
　　　→「本来ならばお目にかかって申し上げるべきですが」9簡単なはがきだけで
　　　　　すみません」などの配慮。
（3）われわれは，日常の言語生活で，この種の言語表現をごく普通の言語行動として言
　つたり書いたりしている。そこで言及されることがらは，当の言語行動を構成してい
　る書語内的・言語外的な諸要素であり，従来の言語研究でf言語行動の構成要素jと
　いう概念のもとに議論されているものごとにあたる。
　　「言語行動としての待遇表現」が，そうした広がりの中で把握されるべきである。
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